
大阪広域水道企業団　水道用水供給事業　水需要予測について（案）
予測及び実給水量【日最大・日平均】経年変化図　　（単位：万ｍ3／日）
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実給水量（日平均） 

実績値 予測値 

H26水需要予測 
  R1水需要予測 

  146万（R12ケースA） 

■ケースA：転入超過が「大」 H24以降の転入超過の傾向（増加幅）が今後も変わらず継続 

■ケースB：転入超過が「中」 過去5年比(H27/H22)で「ケースA」の転入超過の傾向が縮小 

■ケースC：転入超過が「小」 過去10年比(H27/H17) で「ケースA」の転入超過の傾向が縮小 

①給水人口の推計結果
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③業務営業用水等の推計結果
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（前回の採用値）
過去５年間の平均値

⇒ 94.3％
（採用値)
過去５年間の平均値 ⇒94.3％

④有収率の設定

近年は、ほぼ一定に推移しており、上昇要因と減少要因が均衡状態
にあると考えられ、有収率が大きく増減することは考えにくい。

⇒ 前回と同様の 過去５年間の平均値
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⑤負荷率の設定

22

（前回の採用値）
過去５年間の平均値

⇒ 88.0％

前回推計時ではほぼ一定に推移しているが、近年は、微増傾向となっている。
このため、増加するケースと横ばいとなるケースを設定する。

⇒ ケースA：過去５年間の平均値
⇒ ケースB、ケースC：過去10年間の時系列傾向分析

（採用値：ケースA)
過去５年間の平均値 ⇒89.6％

（採用値：ケースB、C)
過去10年間の時系列傾向分析

資料１ 

②生活用原単位の推計結果（1人1日当たりの使用水量）
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将来値（飽和値） 201 L/人・日

水需要の予測フロー

②1人1日当たり使用水量①給水人口
③業務営業用水・工場その他用水

実績の動向を基に推計

◇業務営業用水
◇工場その他用水

大阪府の将来人口から
上水道未普及人口を除く

生活用有収水量 業務営業用水等有収水量

実績の動向を基に推計

生活用水 業務営業用水等

1日最大給水量（大阪広域水道企業団）

⑥市町等の自己水量

各市町等への聞き取り
調査などにより推計

予測が必要な項目

幅を持った将来予測（ケース別の将来推計）

⑤負荷率
実績値を基に推計

④有収率
実績値を基に推計

目標年度：令和12年度（2030年度）

有収水量

1日平均給水量（給水区域全体）

1日最大給水量（給水区域全体）

市町等の自己水

⑥市町等の自己水の推計結果（一日最大給水量ベース）
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⑥市町等の自己水の推計結果（一日最大給水量ベース）
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